
 

 

 

 

 

 

 

久屋小の子どもを育てる会・学校運営協議会を開催しました 

６月２７日に上記２つの会を開催しました。学校経営方針や１学期の学校の様

子をお話させていただきました。委員のみなさんからは、子供たちのよいところ

をたくさん教えていただきました。 

地域の方に見守られて、子供たちは安全安心に過ごしていることを再確認する

ことができました。今後も地域全体で久屋小の子供を育てていくことを共通確認

しました。２つの会の委員のみなさん、ありがとうございました。これからもよ

ろしくお願いいたします。 

 

各学年の活動より （ホームページでも活動の様子を紹介しています） 
 

【１年生】7/1 七夕かざりつくり     【２年生】7/1 まき団子つくり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生】7/1 保育園交流       【４年生】7/2 銀山川の観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

久屋小だより 
大田市立久屋小学校 

令和７年７月 

（校長 山本孝志） 



古代ハスが今年も咲きました 
 

【５・６年生】7/1 絵のお話でプレゼント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みが始まります 

７月１８日（金）に１学期の終業式を行い、子供たちは４４日間の夏休みに入

ります。 

ところで、夏休みは何のためにあるのでしょうか。暑さ回避のため、心身の休

養のため、体験や探究のためなどが、夏休みの目的として一般的に言われていま

す。 

「心身の休養のため」に関しては、脳科学者の茂木健一郎氏が次のように言っ

ておられます。 

 

 

 

 

心と体を休めることも大切ですね。心身のリフレッシュは、次への意欲につな

がります。 

 

私が最も願うことは、安全に、健康に過ごすことです。そして、心身の休養を

図るとともに、長い休みだからこそできる体験をしたり、夢中になって探究活動

に取り組んだりする機会にしてほしいです。２学期の始業式は９月１日（月）で

す。子供たち一人ひとりにとって、有意義な夏休みになりますように。 

保護者のみなさん、地域のみなさん、１学期間たいへんお世話になりました。

夏休みも子供たちが安全に過ごせますよう、ご支援ご協力をよろしくお願いしま

す。 

 

夏休みの本質は、ぼんやりすること、ほうけることだと思う。ふだんとは違うことをやって、ぼーっ

とする。そのことが夏休みの価値であって、学期と同じようなことをやるのは、夏休みの趣旨に

反している。夏の間は、みーんみーん、ジリジリとぼんやりしていて、新学期とともに「はっ」とす

るのが良い。 （引用元：X（旧 Twitter） 茂木健一郎 (@kenichiromogi) 2014 年 8 月 7 日） 

 

 

 


